
巨
懇
新
会
に
は
、
部
会
の
役
員
・

会
員
な
ど
三
十
五
名
が
参
加
し

た
。
当
日
は
、
部
会
長
の
挨
拶

に
続
き
、
今
井
前
部
会
長
に
よ

る
乾
杯
の
音
頭
の
後
、
食
事
を

取
り
な
が
ら
親
睦
を
深
め
た
。

懇
親
会
で
は
各
参
加
企
業
の

自
己
紹
介
に
合
わ
せ
そ
れ
ぞ
れ

の
業
況
に
つ
い
て
情
報
交
換
が

行
わ
れ
た
。

北
京
料
理
・
■
一

四
川
料
理
・
＝
＝

広
東
料
理
・
鵬
”

上
海
料
理
の

出
」

そ
れ
ぞ
れ
の

一一
‐‐‐
‐―‥二‐‐‐‐‐‐‐

地
域
に
よ
っ
　
　
・一

て
の
中
国
料

出
に

理
の
一違
い
や

器
り

緞姉稚一かなつ婦は輸計に
一互のふれあいが行われた。

終始和やかな雰

会 議 所 ニ ュ ー ス

平
成
２０
年
４
月
１
日
施
行

改
正
パ
ー
ト
タ
イ
ム
労
働
法

対
策
セ
ミ
ナ
ー
を
実
施

(3) 第496号

二
月
十
三
日
、
当
所
工
業
部

会

（自
石
丈
喜
部
会
長
）
は
、

平
成
二
十
年
四
月

一
日
に
施
行

さ
れ
る

「改
正
パ
ー
ト
タ
イ
ム

労
働
法
」
に
つ
い
て
Ｉ
Ｔ
労
働

法
務
研
究
所

（当
所
会
員
）
澤

邑
重
夫
所
長
を
講
師
に
招
き
、

そ
の
法
律
の
概
要
と
対
応
策
に

つ
い
て
の
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し

た
。

少
子
高
齢
化
が
進
み
労
働
力

人
口
が
減
少
し
て
い
く
な
か
、

パ
ー
ト
タ
イ
ム
労
働
者
は
平
成

十
八
年
に
は
千
二
百
五
万
人
と
、

雇
田
聟
各
荻
め

一
一割
強
を
占
め
、

日
本
の
経
済
活
動
の
重
要
な
役

割
を
担

っ
て
き
て
い
る
。
し
か

し
な
が
ら
、

コ
ス
ト
軽
減
を
理

由
に
、
パ
ー
ト
タ
イ
ム
労
働
者

を
雇
用
す
る
と
い
っ
た
企
業
の

割
合
も
増
加
し
て
お
り

「仕
事

や
責
任
、
人
事
管
理
が
正
社
員

と
同
様
な
の
に
、
賃
金
な
ど
の

待
遇
が
働
き
に
見
合

っ
て
い
な

い
Ｌ
一希
望
し
て
も
な
か
な
か
正

社
員
に
な
る
こ
と
が
で
き
な
い
」

と
い
っ
た
問
題
が
生
じ
て
き
た
。

こ
う
し
た
問
題
を
解
消
し
、

パ
ー
ト
タ
イ
ム
労
働
者
が
そ
の

能
力
を

一
層
有
効
に
発
揮
す
る

こ
と
が
で
き
る
一雇
用
環
境
を
整

備
す
る
た
め
、
パ
ー
ト
タ
イ
ム

労
働
法
が
改
正
さ
れ
る
こ
と
と

な

っ
た
。

【改
正
の
ポ
イ
ン
ト
】

「パ
ー
ト
タ
イ
ム
労
働
者
を

一

人
で
も
雇

っ
て
い
る
事
業
主
の

方
は
」

一
、
雇
い
入
れ
の
際
、
労
働
条

件
を
文
書
な
ど
で
明
示
す
る
我

正
法
第
六
条
）

二
、
求
め
ら
れ
た
場
合
、
待
遇

の
決
定
に
当
た

っ
て
考
慮
し
た

事
項
を
説
明
す
る

（改
正
法
第

■

一各

三
、
パ
ー
ト
タ
イ
ム
労
働
者
か

ら
通
常
の
労
働
者

へ
転
換
す
る

チ
ヤ
ン
ス
を
と
と
の
え
る

（改

正
法
第
十
二
条
）

「パ
ー
ト
タ
イ
ム
労
働
者
と
通

常
の
労
働
者
の
均
衡
の
と
れ
た

待
遇
の
た
め
に
」

四
、
賃
金

（基
本
給
、
賞
与
、

役
付
手
当
等
）
は
、
パ
ー
ト
タ

イ
ム
労
働
者
の
職
務
の
内
容
、

成
果
、
意
欲
、
能
力
、
経
験
な

改正のポイントと対応策を学んだ

的
に
全
二
回
で
『茅
ヶ
崎
ま
ち
・

み
ら
い
セ
ミ
ナ
ー
』
を
開
催
し

た
。
各
回
に
多
彩
な
講
師
を
迎

え
、
日
本
経
済
の
行
方
や
商
売

の
ノ
ウ

ハ
ウ
、
地
域
の
魅
力
の

生
か
し
方
を
学
ん
だ
。

第

一
回
の

『
元
経
企
庁
長
官

が
語
る
。
ン」れ
か
ら
ド
ウ
ナ
ル
？

渭
本
経
済
の
展
望
』
で
は
、
元

経
済
企
画
庁
長
官
の
田
中
秀
征

ど
を
勘
案
し
て
決
定
す
る
よ
う

努
め
る

（改
正
法
第
九
条
第

一

ｇ五
、
教
育
訓
練
は
、
職
務
の
内

容
、
成
果
、
意
欲
、
能
力
、
経

験
な
ど
に
応
じ
て
実
施
す
る
よ

う
努
め
る

（改
正
法
第
十
条
第

二
３
六
、
福
利
厚
生
施
設

（給
食
施

設
、
休
憩
室
、
更
衣
室
）
の
利

用
の
機
会
を
パ
ー
ト
タ
イ
ム
労

働
者
に
対
し
て
も
与
え
る
よ
う

配
慮
す
る
（改
正
法
第
十

一
条
）

「パ
！
ト
タ
イ
ム
労
働
者
の
職

務
の
内
容

（業
務
の
内
容
と
責

任
の
程
度
）
が
通
常
の
労
働
者

と
同
じ
場
合
は
、
」

七
、
人
材
活
用
の
仕
組
み
や
運

用
な
ど
が
通
常
の
労
働
者
と

一

定
期
間
同
じ
場
合
、
そ
の
期
間

の
賃
金
は
通
常
の
労
働
者
と
同

じ
方
法
で
決
定
す
る
よ
う
努
め

る

（改
正
法
第
九
条
第
二
項
）

八
、
職
務
の
遂
行
に
必
要
な
能

力
を
付
与
す
る
教
育
訓
練
は
、

通
常
の
労
働
者
と
同
様
に
実
施

す
る
（改
正
法
第
十
条
第

一
項
）

「職
務
内
容

。
人
事
制
度
が
通

常
の
労
働
者
と
同
じ
で
長
期
間

雇
用
す
る
パ
！
ト
タ
イ
ム
労
働

者
に
つ
い
て
は
」

「政
府
は
日
本
経
済
の
成
長
率

を
三
二

％
と
予
測
し
て
い
る
。

こ
れ
は
北
京
オ
リ
ン
ピ

ツ
ク
効

果
や
、
ア
メ
リ
カ
経
済
の
持
ち

直
し
を
期
待
し
て
の
予
測
だ
が
、

サ
ラ
リ
ー

マ
ン
の
賃
金
は
上
が

ら
ず
、
日
銀
の
利
上
げ
も
期
待

で
き
な
い
中
、
予
想
通
り
に
は

行
か
な
い
だ
ろ
う
。
日
本
経
済

は
不
透
明
な
時
期
に
入

っ
て
い

九
、
す
べ
て
の
待
遇
に
つ
い
て

パ
ー
ト
タ
イ
ム
労
働
者
で
あ
る

こ
と
を
理
由
に
差
別
的
に
取
り

塚
つ
ン」と
を
碁正
す
る

我
正

法
第
八
条
）

「パ
ー
ト
タ
イ
ム
労
働
者
と
事

業
主
の
間
に
苦
情
や
紛
争
が
発

生
し
た
場
合
は
」

十
、
事
業
主
は
パ
ー
ト
タ
イ
ム

労
働
者
か
ら
苦
情
の
申
出
を
受

け
た
と
き
は
自
主
的
に
解
決
す

る
よ
う
努
め
る

（改
正
法
第
十

九
条
）

え
る
と
、
ア
メ
リ
カ
が
先
頭
で

牽
引
し
て
、
中
国

・
イ
ン
ド
が

後
か
ら
各
国
を
押
し
、
日
本
は

そ
の
間
に
い
る
状
況
で
あ
る
。

サ
ブ
プ
ラ
イ
ム
問
題
を
抱
え
る

ア
メ
リ
カ
の
現
状

オ
リ
ン
ピ
ツ

ク
後
の
中
国
を
考
え
る
と
楽
観

は
出
来
な
い
状
況
で
あ
る
。

日
本
経
済
は
外
需
に
頼

っ
て

い
る
が
、
今
後
は
内
需
型
に
シ

フ
ト
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
だ
ろ
う
。
企

業
収
益
を
賃
金
に

充

て
る
こ
と
で
、

個
人
消
費
を
拡
大

さ
せ
る
こ
と
が
日

本
経
済
の
回
復
に

つ
な
が
る
だ
ろ
，２

第
二
回
で
は
箸

匠
せ
い
わ
顧
間
の

木
越
一型

食

が
マ

客
様
の
ハ
ー
ト
を

掴
め
―
お
仕
事
は

恋
愛
だ
Ｐ
」
と
題

し
て
商
売
の
ノ
ウ

は
そ
れ
だ
け
で
は
上
手
く
い
か

な
い
。
顧
客
を
惹
き
つ
け
る

一

工
夫
、
恋
の
よ
う
な
下
心
も
必

要
」
と
、
自
ら
実
践
し
て
き
た

こ
と
を
、
例
え
を
用
い
て
分
か

り
や
す
く
説
明
。
聴
講
者
か
ら

も

「今
す
ぐ
に
で
も
実
践
し
た

い
と
思
い
ま
す
」
と
前
向
き
な

感
想
が
聞
か
れ
た
。

第
二
回
は

『茅
ケ
崎
か
ら
発

信

！

～

地

域

ブ

ラ

ン
ド

の

冨

曰

社
会
保
険
労
務
士

中
小
企
業
診
断
士

鈴
木
　
定
雄

●
賃
金
格
差
い
ろ
い
ろ
③

戦
前
の
経
験
。
あ
る
会
社
で

面
接
し
、
最
後
に
こ
ち
ら
が
質

問
す
る
。
給
料
は
い
く
ら
で
す

か
。
答

「初
め
か
ら
金
の
こ
と

を
聞
く
よ
う
な
奴
は
ダ
メ
だ
。

帰
っ
て
く
れ
。」ず
い
ぶ
ん
い
い

加
減
な
会
社
だ
と
思
う
。

数
人
の
新
卒
の
給
料
を
聞
い

た
こ
と
が
あ
る
。
会
社
に
よ
り

三
割
ぐ
ら
い
の
差
が
あ
る
。
こ

れ
が

一
生
続
け
ば
総
額
で
何
千

万
円
の
差
に
な
る
。
現
在
み
ん

な
一番
ふ
だ
が
、
そ
の
つ
ち
賃
金

収
入
と
生
活
の
苦
労
で
、
顔
色

が
少
し
ず

つ
変
わ

っ
て
く
る
。

今
は
リ
ク
ル
ー
ト
誌
に
詳
し

く
新
卒
の
待
遇
が
載
る
。
そ
れ

を
見
て
誰
で
も
給
料
２
局
い
会

社

へ
行
き
た
が
る
。
た
だ
し
高

賃
金
の
職
業
が
、
「難
し
い
営
業

職
」
だ

っ
た
り
す
る
と
困
る
。

就
職
試
験
の
結
果
、
そ
の
人

の
能
力
と
そ
の
日
の
運
に
応
じ

て
、
入
社
す
る
会
社
が
決
ま
り
、

そ
の
会
社
の
賃
金
ベ
ー
ス
が
そ

の
人
の

一
生
の
収
入
ベ
ー
ス
に

な
る
¨

会
社
が
決
ま
る
と

一
生
の
収

入
総
額
が
予
想
さ
れ
る
。
そ
し

て
贅
沢
で
き
る
程
度
が
決
ま
る
。

分
か
り
や
す
い
が
ち
ょ
っ
と
淋

し
い
感
じ
が
す
る
。

最
近
は
大
企
業
で
も
中
小
企

業
で
も
、
Ｍ
＆
Ａ
が
多
い
か
ら
、

自
分
の
会
社
も
い
つ
状
況
が
変

化
す
る
か
分
か
ら
な
い
「
そ
う

な
る
と
賃
金
ベ
ー
ス
が
上
が
る

か
下
が
る
か
、
賃
金
総
額
は
増

え
る
か
減
る
か
、
平
和
な
家
庭

生
活
に
影
響
甚
大
で
あ
る
。

し
か
し
こ
の
場
合
は

一
種
の

運
命
と
思
っ
て
、
割
り
切
る
ほ

か
は
な
い
。
い
ま
さ
ら
転
職
は

難
し
い
し
。

第 1回 のセミナーの様子
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